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(4)駅からの距離別にみた施設原単位の変動パターンは， í低減型j ， í平行型j ， í増加型j， í特異型」の 4 つのタイプ
に分類され，一般的には大部分の業種が「低減型」に属することが明らかで、ある。そして，分布パターンの経年変化
をみると，過去より現在の方が「低減型J に属する業種が増え，現在に近づくほどその傾向が高い。
(5)施設分布と利用圏人口，用途地域，駅からの距離および幹線道路との位置関係のデータを基にして数量化 I 類によ
る分析を行い，調査地区における各施設の実際の施設数と数量化 I 類から求められた理論値を比較した結果によると，
施設発生を説明するモデルとしての有効性は高いと考えられる。
(6)ケース・スタディとして新石切駅周辺地区を取り上げ，施設が各地区と同様に発生すると仮定し，どのような業種
の施設が， どこに発生しやすし、かを明らかにするため，それぞれの地区ごとに施設発生の予測を行った結果によると，
数量化 I 類の線形結合モデル式は，現実の発生数とモデルによる予測数との重相関係数からみて，施設発生総数の予
測モデルとして充分な能力を持っている。
以上のように，本論文では鉄道駅周辺の施設発生を計画的に誘導するという本研究全体の目的の中から，誘導のな
い施設の自由立地の場合における予測モデ、ルの開発を行い，その有効性を検討したものであり，建築工学・都市計画
に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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